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交
流
会
報
告
と
今
後
の
開
催
に
つ
い
て 

神
奈
川
施
保
連
で
は
、
会
員
保
護
者
会
（
ま
た
は
家
族
会
）
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
、

保
護
者
が
相
互
に
情
報
を
交
換
し
、
そ
の
対
策
を
話
し
合
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
環
境
に
あ
っ
て

も
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
み
い
だ
し
、
ま
た
は
話
し
合
い
の
中
で
自
分
た
ち
の
会
の
運
営
に
参
考

に
な
る
事
項
が
あ
れ
ば
採
り
入
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
第
一
回
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
保
護
者

会
活
動
を
い
か
に
し
て
活
性
化

す
る
か
」
を
採
り
上
げ
、
58
名

の
参
加
者
を
10
名
ず
つ
の
６
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
２
月
２
日
を

皮
切
り
に
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
２
～
３
回
の
会
合
を
持
ち
ま

し
た
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
益
な
対

応
策
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

  

。 

 

対
応
策
の
要
約 

（
各
項
目
末
尾
の
数
字
は
同

じ
趣
旨
の
対
応
策
を
あ
げ
た

グ
ル
ー
プ
の
数
で
す
） 

◆
課
題
１
に
つ
い
て 

①
交
通
費
等
の
支
給
に
よ

る
経
済
的
負
担
の
軽
減 

②
役
員
の
役
割
分
担
の
明

確
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減

（
４
） 

③
役
職
の
固
定
化
を
避
け

る ④
役
員
の
任
期
の
設
定

（
３
） 

⑤
施
設
と
の
協
調
に
よ
る

役
員
の
負
担
の
軽
減 

⑥
役
員
順
番
制
の
導
入

（
４
） 

⑦
役
員
数
の
見
直
し
（
２
） 

⑧
役
員
の
職
務
内
容
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
に
よ
り
引
き

継
ぎ
や
す
く
す
る 

⑨
後
任
者
の
発
掘
と
人
材

育
成
（
３
） 

⑩
役
員
会
の
回
数
削
減 

⑪
役
員
交
代
が
や
り
や
す

い
雰
囲
気
作
り
（
３
） 

 

課
題
２
に
つ
い
て 

①
会
の
活
動
や
情
報
提
供
の

周
知
徹
底(

欠
席
者
に
は
資

料
郵
送)

（
４
） 

②
施
設
側
と
の
情
報
交
換
・

認
識
合
わ
せ
内
容
の
会
員
へ

の
伝
達
に
よ
る
理
解
の
深
化

（
４
） 

③
保
護
者
会
の
必
要
性
に
つ

い
て
十
分
に
説
明
し
理
解
を

求
め
る(

対
施
設
を
含
む)

（
２
） 

④
会
員
の
悩
み
事
な
ど
を
気

楽
に
相
談
で
き
る
場
に
す
る

（
２
） 

⑤
保
護
者
会
の
や
り
方
の
工 

夫(

出
席
し
た
く
な
る
よ
う

な
企
画
の
策
定
・
実
施
を
含

む)

（
２
） 

⑥
施
設
職
員
と
の
個
別
面
談

の
実
施
（
２
） 

⑦
会
員
同
士
が
打
ち
解
け
た

会
話
や
遊
び
が
出
来
る
場
の 

設
定
（
４
） 

(
例
え
ば
、
旅
行
・
カ
ラ
オ
ケ

会
・
飲
み
会
・
例
会
で
の
茶

菓
子
の
提
供
な
ど
を
含
む
。) 

 
 

⑧
保
護
者
会
の
年
度
活
動
方
針

や
計
画
の
策
定
と
会
員
へ
の
説

明 ⑨
単
な
る
連
絡
・
報
告
の
場
で

は
な
く
、
会
員
の
身
近
な
テ
ー

マ
の
積
極
的
な
採
り
入
れ
（
２
） 

⑩
家
族
会
に
入
会
す
る
メ
ッ
リ 

ッ
ト
の
明
確
化
と
ア
ピ
ー
ル 

⑪
会
員
の
了
解
の
も
と
で
の
連 

絡
網
の
充
実 

⑫
神
奈
川
施
保
連
版
の
安
心
ノ 

ー
ト
の
作
成
・
配
布(

家
族
会
活 

動
に
興
味
・
関
心
を
も
た
せ
る 

た
め) 

⑬
障
害
福
祉
施
策
の
動
向
や
考 

え
方
を
解
り
や
す
い
表
現
で
説 

明
す
る
（
２
） 

以
上 

   
 

 

 

今
回
の
交
流
会
の
参
加
者 

か
ら
は
「
他
の
施
設
の
状
況
が

良
く
分
か
り
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

次
の
交
流
会
の
テ
ー
マ
は 

「
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た 

支
援
の
質
と
量
に
つ
い
て
、 

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
ど
の
よ 

う
な
問
題
が
あ
り
、
望
し
い
改 

善
の
方
向
は
ど
う
あ
る
べ
き 

か
」
と
し
、
７
月
27
日
に
開
催 

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
大 

勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て 

い
ま
す 

テ
ー
マ 

保
護
者
会
活
動
を
い
か
に
し
て

活
性
化
す
る
か 

 

課
題
の
要
約 

１
．
役
員(

特
に
会
長)

の
な
り

手
が
い
な
い 

２
．
例
会
等
の
出
席
率
が
低
い 



県
障
害
サ
ー
ビ
ス
課
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て 

 

つ
い
て
は
、
個
別
理
由
に
よ
る
入

所
枠
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
総

合
的
に
判
断
す
る
よ
う
県
条
例

に
よ
り
指
導
し
て
い
る
。 

(

施)

①
例
外
的
な
取
扱
に
関
し

て
は
、
さ
ら
に
指
導
の
徹
底
を
望

み
た
い
。 

②
知
的
障
害
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
、
ホ
ー
ム
利
用
を
拒
否
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
実
態
を
、

ぜ
ひ
理
解
し
て
欲
し
い
。 

３
．
県
内
の
喀
痰
吸
引
等
が
行
え

る
事
業
所
数
に
つ
い
て 

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
242
ヶ

所
で
あ
り
、
う
ち
101
ヶ
所
が
障

害
者
関
係
で
あ
る
。 

以
上 
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ご
く
少
数
と
認
識
し
て
い
る
。 

(

施)

①
夜
間
支
援
体
制
加
算
を
、
利
用

者
数
の
み
で
算
定
す
る
と
、
障
害
の
実

態
に
則
し
た
支
援
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。 

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
部
分
の
外
部
委
託

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
低
下
を
招
く
懸

念
が
あ
る
。 

③
夜
勤
体
制
へ
の
移
行
予
定
施
設
数

は
、
ど
の
程
度
な
の
か
。
職
員
確
保
の

た
め
の
採
用
促
進
策
な
ど
は
考
え
て
い

る
の
か
。 

(
県)
現
時
点
で
は
約
70
％
が
夜
勤
体

制
に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

職
員
採
用
促
進
策
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

が
、
県
立
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、「
介

護
事
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
」
と
い
う

施
策
を
実
施
し
て
い
る
。 

(2)
重
度
障
害
者
の
地
域
生
活
移
行 

(

県)

①
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
の

８
年
間
で
、
地
域
生
活
に
移
行
し
た
入

所
施
設
利
用
者
は
858
人
。
そ
の
内
訳
は

GH
・
CH

573
人
、
家
庭
215
人
、
そ
の
他

70
人
で
あ
る
。
な
お
、
県
は
障
害
程
度

区
分
別
の
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

②
重
度
障
害
者
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
GH
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
県
と
し
て
の
運
営
費
補
助
等
も
行

っ
て
い
る
。 

 

 
４
月
30
日(

水)

午
後
１
時
か
ら

県
障
害
サ
ー
ビ
ス
課
と
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

県
か
ら
山
﨑
障
害
サ
ー
ビ
ス
課

長
、
以
下
５
名
、
神
奈
川
施
保
連

か
ら
岩
本
会
長
、
以
下
10
名
が
出

席
し
ま
し
た
。 

意
見
交
換
は
あ
ら
か
じ
め
神
奈

川
施
保
連
が
提
出
し
た
質
問
事
項

を
中
心
に
、
２
時
間
弱
行
わ
れ
ま

し
た
。 

１
．
地
域
移
行
に
つ
い
て 

(1)

CH
の
GH
へ
の
一
元
化
に
伴
う

施
設
運
営
へ
の
影
響 

(

県)

①
今
回
の
改
正
は
、
CH
に
つ

い
て
は
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。 

②
事
業
者
報
酬
に
つ
い
て
は
、

0.69
％
上
乗
せ
に
な
っ
て
い
る
。 

③
夜
間
支
援
体
制
加
算
見
直
し

は
、
夜
勤
体
制
へ
の
移
行
促
進
で

あ
る
が
、
利
用
者
数
の
み
で
算
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

④
GH
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
部
分
は
外

部
委
託
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
市

町
村
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
支
給
量

の
決
定
に
際
し
、
勘
案
す
べ
き
支

給
標
準
時
間
に
つ
い
て
は
不
十
分

だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
。 

な
お
、
外
部
委
託
希
望
の
施
設
は 

 

③
移
行
者
の
収
入
に
関
し
て
は
、
障

害
基
礎
年
金
２
級
の
場
合
、
月
額

64,400

円
に
対
し
、鎌
倉
市
の
41
歳

か
ら
59
歳
の
者
の
生
活
保
護
費(

住

居
費
を
除
く)

は

83,980

円
で
あ

る
。 

(

施)

①
地
域
生
活
移
行
お
よ
び
入
所

施
設
の
利
用
者
数
削
減
は
計
画
ど
お

り
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
入
所

施
設
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。 

②
地
域
移
行
し
た
人
の
約
25
％
が

家
庭
に
戻
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本

人
・
家
族
の
希
望
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。 

③
GH
の
利
用
者
が
生
活
保
護
を
申

請
し
た
際
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。 

(

県)

計
画
の
達
成
状
況
は
そ
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
入
所
施
設
の
新
設
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
GH
利
用
者
か

ら
の
生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
人
と
同
様
に
扱
う
こ
と
に
な

る
。 

２
．
65
歳
問
題
に
つ
い
て 

(

県)

①
入
所
施
設
の
利
用
者
以
外

は
、
65
歳
に
な
る
と
、
原
則
介
護
保

険
が
適
用
さ
れ
る
。 

②
適
用
の
例
外
的
取
扱
に
関
し
て

は
、
各
市
町
村
に
対
し
周
知
し
て
い

る
。 

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に 

障害のある人たちが病気になった 
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